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９月定例会の一般質問は、
９月29日から行われました。
15人の議員が質疑・質問を行
い、活発な論議が行われました。

9月29日（木曜日）

平松大佑
（県民）

齊藤邦明
（自民）

萩原一寿
（公明）

9月30日（金曜日）

白根大輔
（民主フォーラム）

杉田茂実
（自民）

前原かづえ
（共産党）

10月3日（月曜日）

金野桃子
（県民）

阿左美健司
（自民）

渡辺　大
（自民）

教育

一般質問

県
北
部
の
地
域
が
元
気
を
失

っ
て
い
く
こ
と
に
強
い
危
機

感
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
常
識

を
超
え
る
自
然
災
害
の
猛
威
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
急
速
な
浸
透
の

観
点
か
ら
、
行
政
機
関
の
配
置
は

既
成
概
念
を
捨
て
見
直
さ
れ
る
時

期
に
来
て
い
る
。
行
政
機
関
の
分

散
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

と
現
在
の
考
え
を
伺
う
。

現
在
３
分
の
２
以
上
の
行
政

手
続
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
対

応
、
約
６
割
の
会
議
・
研
修
で
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
。
さ
ら
な

る
D
X
の
進
展
で
、
県
民
に
と
っ

て
の「
行
政
機
関
」は
大
き
く
変
化

す
る
と
見
込
ま
れ
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
さ
ま

ざ
ま
な
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応

で
き
る
行
政
機
関
を
つ
く
り
た
い
。

Ａ Ｑ 行
政
の
分
散
に
つ
い
て

県
内
の
過
疎
地
域
で
は
、
人

口
流
出
と
超
少
子
高
齢
化
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
が
進
行
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
今
後
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、社
会
資
本
の
維

持
も
困
難
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
一
気
に
顕
在
化
す
る
。
県

と
し
て
過
疎
か
ら
生
じ
る
問
題
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
対
応
し
て
い
く
の
か
。

過
疎
地
域
で
は
、
地
域
社
会

を
担
う
人
材
の
確
保
や
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
が
喫
緊
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
一
朝
一
夕

の
解
決
は
難
し
い
が
、
令
和
３
年

策
定
の
県
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

方
針
に
基
づ
き
、
生
活
産
業
基
盤

の
整
備
や
移
住
・
定
住
の
促
進
な

ど
の
施
策
に
よ
り
、
持
続
的
な
発

展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Ｑ 過
疎
対
策
に
つ
い
て

過
疎
に
つ
い
て
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か

活力アップ

教
員
の
勤
務
状
況
改
善
に
は

業
務
を
削
減
す
る
し
か
な
い

が
、
教
員
個
人
に
そ
れ
を
求
め
て

も
困
難
と
考
え
る
。
個
人
の
努
力

で
は
な
く
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が

重
要
で
、
そ
れ
は
教
育
委
員
会
の

担
う
べ
き
業
務
で
あ
る
。
例
え
ば

通
知
表
の
簡
素
化
や
ダ
ブ
ル
担
任

制
な
ど
、
業
務
負
担
軽
減
の
仕
組

み
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校

に
超
過
勤
務
縮
減
の
た
め
10

の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
部
活
動
の
朝
練
習
や
朝
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
を
原
則
行
わ
な
い
、
通

知
表
の
所
見
欄
を
な
く
す
な
ど
仕

組
み
の
見
直
し
を
小
中
学
校
に
示

し
て
い
る
。
当
然
に
行
わ
れ
て
い

る
業
務
も
積
極
的
に
見
直
し
、
業

務
削
減
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 教
職
員
の
過
酷
な
労
働
状
況

の
改
善

業
務
量
の
削
減
に
つ
い
て

県
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
戸

田
翔
陽
高
校
に
不
登
校
生
徒

支
援
教
室
「
い
っ
ぽ
」
を
開
設

し
、
戸
田
市
と
連
携
し
て
不
登
校

対
策
に
取
り
組
む
。
市
で
は
、

「
ぱ
れ
っ
と
る
ー
む（
※
3
）」の
設

置
や
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）

で
の
学
び
な
ど
先
進
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
が
、
県
立
高
校
や
他

市
町
村
へ
横
展
開
す
べ
き
で
は
。

児
童
生
徒
の
多
様
な
教
育
機

会
の
充
実
に
向
け
、
戸
田
市

と
は
広
く
連
携
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
取
り
組
み
の
成
果
に

つ
い
て
は
県
立
学
校
の
不
登
校
対

策
に
活
用
し
て
い
く
。
他
市
町
村

に
も
「
い
っ
ぽ
」
の
実
践
研
究
の

成
果
と
併
せ
て
情
報
提
供
を
行

い
、
横
展
開
を
促
進
す
る
な
ど
不

登
校
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ メ
タ
バ
ー
ス
出
席
な
ど
先
進

的
な
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
、
が
ん
は
治
せ
る
病
気
と

な
っ
て
い
る
。
が
ん
治
療
と
仕
事

の
両
立
支
援
を
多
角
的
に
進
め
る

べ
き
。
企
業
経
営
者
へ
の
啓
発
を

行
い
、
コ
ロ
ナ
で
電
話
相
談
だ
け

に
な
っ
た
相
談
体
制
に
対
面
や
オ

ン
ラ
イ
ン
も
加
え
、
が
ん
治
療
の

た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
・

配
布
す
べ
き
。
見
解
を
伺
う
。

従
業
員
が
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
経
営
者
に
は
配
慮
事
項
な

ど
基
本
的
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。

経
営
者
の
理
解
促
進
や
啓
発
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。
相
談
体
制
に

つ
い
て
は
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン

導
入
を
速
や
か
に
検
討
・
実
施
し

た
い
。
冊
子
は
国
作
成
の
も
の
を

活
用
し
、
交
流
会
な
ど
身
近
な
情

報
は
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
。

保健・医療

Ａ Ｑ

動
物
愛
護
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
４
年
６
月
か
ら
犬
猫
販

売
業
者
に
対
し
犬
猫
へ
の
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
と
登
録
が
義
務

化
さ
れ
、
装
着
さ
れ
た
犬
猫
を
購
入

し
た
一
般
飼
い
主
は
、
登
録
情
報
の

変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。
さ
ら
な

る
普
及
推
進
の
た
め
、
制
度
の
周
知

と
正
し
い
理
解
に
向
け
た
啓
発
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

法
改
正
前
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
へ
の
正
し
い
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
情
報
を
発
信
し
て

お
り
、
本
県
登
録
数
は
令
和
３
年

度
末
で
24
万
９
１
８
４
頭
と
全
国

第
３
位
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
活
用
し
、
制
度
の
内

容
の
周
知
と
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
へ
の
理
解
促
進
に
取
り
組
む
。

Ａ Ｑ 動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

制
度
の
周
知
と
装
着
へ
の
正
し
い
理
解

に
向
け
た
啓
発

が
ん
対
策
に
つ
い
て

が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上

の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を

発
症
す
る
と
さ
れ
、
認
知
症
対
策

は
大
き
な
課
題
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階
で

取
り
組
め
ば
、
健
常
に
戻
る
可
能

性
が
高
ま
り
、
将
来
か
か
る
コ
ス

ト
が
下
げ
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階

で
の
支
援
の
重
要
性
を
周
知
し
、

取
り
組
み
が
進
む
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
、

進
行
を
緩
や
か
に
す
る
に
は

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要
。

そ
こ
で
、電
話
相
談
窓
口
を
設
け
、

か
か
り
つ
け
医
に
認
識
を
促
す
と

と
も
に
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
疑
い
の
あ
る
人
に
対
応

し
て
い
る
。
市
町
村
と
連
携
し
て

Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階
の
重
要
性
に
つ
い
て

さ
ら
に
広
く
周
知
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 認
知
症
対
策
に
お
け
る
Ｍ
Ｃ

Ｉ（
※
2
）段
階
で
の
取
り
組

み
推
進
を

防災

消
防
の
広
域
化（
※
1
）に
つ

い
て災

害
や
事
故
の
多
様
化
・
大

規
模
化
な
ど
の
環
境
変
化
に

対
応
す
る
た
め
消
防
の
広
域
化
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
広
域
化
に
至
ら

な
く
て
も
、
県
の
広
域
化
推
進
計

画
の
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
と
異
な
る
、

消
防
機
関
相
互
の
連
携
や
協
力
も

進
め
、
消
防
力
を
強
化
で
き
る
と

考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

平
成
20
年
の
当
初
計
画
策
定

か
ら
県
内
３
地
域
で
広
域
化

が
実
現
し
、
36
あ
っ
た
消
防
本
部

は
現
在
27
に
な
っ
た
。
組
織
の
統

合
ま
で
い
か
な
く
て
も
事
務
の
連

携
・
協
力
を
深
め
る
こ
と
は
県
内

消
防
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
広

域
化
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
て
も
、

効
果
的
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ

巨
大
地
震
か
ら
県
民
を
守
る

に
は「
自
助
、
共
助
、
公
助
」

を
有
機
的
に
機
能
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
最
近
は
近
隣
の

状
況
が
わ
か
ら
ず
、
個
々
の
防
災

意
識
と
知
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
。
東
大
阪
市
の
要
支
援
者
名
簿

の
運
用
や
東
京
都
の
防
災
啓
発
冊

子
全
戸
配
布
の
よ
う
な
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

地
震
の
備
え
を
「
モ
シ
モ
」

で
は
な
く
「
イ
ツ
モ
」
の
生

活
で
取
り
組
む
「
イ
ツ
モ
防
災
事

業
」
を
実
施
し
、
自
助
の
普
及
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
防
災
意
識
高
揚
へ

の
取
り
組
み
を
続
け
、
地
震
に
強

い
埼
玉
県
の
実
現
を
目
指
す
。

Ａ Ｑ 地
震
に
強
い
埼
玉
県
に
つ
い
て

条
例
の
成
立
を
受
け
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導
入
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
導
入
の

決
意
を
伺
う
。
ま
た
、
医
療
機
関

で
の
手
術
の
同
意
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

相
談
、
里
親
制
度
な
ど
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
方
々
も
対
象
で
あ
る
こ
と

を
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
分
か
り
や
す
く
周

知
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
の
導
入
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

の
手
術
の
同
意
の
周
知
に
つ
い
て

は
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、
医
師
会
に

も
働
き
か
け
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相

談
、
里
親
制
度
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
Ｈ
Ｐ
で
周
知
す
る
。
こ
れ
か

ら
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
の
困
難

の
解
消
に
努
め
る
。

Ａ Ｑ 県
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
実
現
を

「
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く

り
条
例
」の
全
面
実
施
へ

多様性社会


